



The Effect of Difference Between Running, Jumping and Playing Catch
on Cognitive Task Performance


























































　 ス ト ル ー プ 課 題 で は，WR（Word Reading），








































あり（F（1, 56）= 25.7, p < 0.001），運動後に得
点が増加した。ICN 課題では運動前後の主効果のみ
有意であり（F（1, 56）= 61.5, p < 0.001），運動
後に得点が増加した。ストループ干渉率では運動前


















































果（F（1, 56）= 13.5, p < 0.005）と交互作用（F




効 果（F（1, 56）= 56.6, p < 0.001） と 交 互 作 用
（F（2, 56）= 3.3, p < 0.05） が 有 意 で あ り， 下
位検定の結果，走運動（p < 0.001），跳運動（p 







動様式間に有意差が認められ（F（2, 56）= 3.9, p < 
0.05），投捕運動が跳運動よりも有意に大きかった
（Tukey HSD，p < 0.05）。記憶課題の変化量でも
運動様式間に有意差が認められ（F（2, 56）= 3.3, 
p < 0.05），走運動が投捕運動よりも有意に大き

































* p < 0.01, ** p < 0.001 vs 運動前
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走，跳，投捕運動の相違が認知課題成績に及ぼす影響
